










緒言 

第 1 報において,PCB 取扱い婦人およびその子供の血中 PCB レベルが一般人母子の約 10 倍

も高いことを明らかにした。また子供の血中 PCB 濃度は母乳授乳期間と強い相関関係が認

められ,多量の PCB が母乳を介して母体から乳児へ移行することも指摘した。しかし,子供

の血中 PCB パターンは,PCB が母体より移行したものであるにも拘わらず,母親のパターン

と若干異なっていた。中には油症患者のそれと類似しているものもあり,PCB 中毒との関連

に興味がもたれた。第 2報においては,母子の血中 PCB 濃度の経年変化('75～'77)は,母親

の場合明確な減少傾向が認められなかったのに対し,子供の場合は明らかな減少の傾向が

認められた。今回は前回の調査に引き続き,'78,'79 年に同様の調査を行なったので,その

結果の概要を述べる。なお,調査対象と分析方法は第 1報と同様である。 


